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線
内
は
受
益
者
負
担
金
賦
課
対
象
区
域
を
示
す

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

　
　
　
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
市
が
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
対
象

区
域
と
定
め
四
月
一
日
付
で
公
告
さ

れ
る
地
域
の
土
地
の
所
有
者
な
ら
び

に
権
利
者
か
ら
、
昭
和
六
十
二
年
度

よ
り
受
益
者
負
担
金
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
次
に
よ
り
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
な
お
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
個
々

に
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い
方
は
、

も
よ
り
の
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
総
務
係
智
五

⊥
二
一
一
（
内
線
一
二
一
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．
、

受益者負担金説明会開催予定表

参集範囲（行政区場会

南　田丁南町区民会館

田　田丁館会町田

亘理町、本郷4、長町館会協農午後3時00分

寿町、柳町、清水小路寺念専午後6時30分

新町、短ヶ町、西益岡新町区民会館午前10時00分

東益岡東益岡会館午後1時00分

本郷3本郷第3区民会館午後3時00分

本郷2本郷第2自治会館

本町、中町、中益岡
その他市役所大会議室

　
　
　
／

　
　
　
　
／
＼

間時日

午後6時30分
4月17日

　轡

午後1時00分

4目18日

　　〔二D

建設省七ケ宿
ダム工事1事）

東
北
本
線

蝉
白石市
中央公民館

謹
白
石
ソ
ー
イ
ン
ク

白石フート

、

雁狩橋

　ぞヨ　ニ　

文
岡小学

遠

日
幡富神

蔵
王
レ
ー
ス

　
　
タ

　
　
ク

　
石
タ

　
白
　
ン

　
一
　
コ

　
ニ
　
ミ

　
ソ
　
セ

午後6時30分

感

白
石
市
公
認
排
水
設
備
等
工
事
業
者

　
　
（
公
認
業
者
）
指
定
申
請
の
受
付
に
つ
い
て

2

4月！9日

　　（日1

午後6時30分
4月20日
　　働

　
市
で
は
昭
和
六
十
三
年
四
月
の
下

水
道
供
用
開
始
に
そ
な
え
排
水
設
備

等
工
事
業
者
の
指
定
を
行
い
ま
す
の

で
資
格
要
件
を
満
た
し
指
定
を
受
け

ら
れ
る
業
者
は
次
に
よ
り
申
請
し
て

・
＼
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間
　
昭
和
六
十
二
年
四
月

　
十
三
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

・
受
付
場
所
　
市
役
所
下
水
道
課

※
申
請
用
紙
は
下
水
道
課
に
あ
り
ま

す
の
で
必
要
書
類
を
添
え
申
請
願
い

ま
す
．
”
、

　
詳
し
く
は
、
、
卜
水
道
課
総
務
係
費

五
上
二
一
一
（
内
線
一
二
一
）
に

お
問
い
瓜
口
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

用
は
国
民
年
金
の
保
険
料
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
か
ら
の
拠
出
金
、
国

の
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
・
、

　
国
民
年
金
に
加
天
し
て
い
る
み
な

さ
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

か
ど
う
か
、
も
う
一
度
お
確
か
め
く

だ
さ
い
．
、

　
国
民
年
金
保
険
料
を
直
接
納
め
る

の
は
第
一
号
被
保
険
者
で
、
農
業
や

商
業
等
を
営
む
人
と
そ
の
家
族
に
限

り
ま
す
。

　
加
入
者
が
老
齢
に
な
っ
た
と
き
、

障
害
者
に
な
っ
た
と
き
、
遺
族
に
な

っ
た
と
き
に
基
礎
年
金
の
支
給
を
受

白
石
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
立
候
補
予
定
者
等

　
　
　
　
　
　
関
係
者
説
明
会

　
「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

及
び
長
の
選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例

に
関
す
る
法
律
」
　
（
昭
和
六
十
一

年
法
律
九
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
昭

和
六
十
二
年
四
月
二
十
九
日
任
期
満
‘

了
と
な
る
、
自
石
市
議
会
議
員
の
一

般
選
挙
を
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十

六
日
に
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
立
候
補
予
定
者
等
関
係
者

に
対
す
る
説
明
会
を
次
に
よ
り
行
い

ま
す
。

　
日
　
時
　
昭
和
六
十
二
年
三
月
二

　
　
　
　
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
場
　
所
　
市
役
所
　
大
会
議
室

け
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
に
必
要
な
費

墓礎年金の財政のしくみ
　　　　　　　　　　　サラリ　マン　　ぼむ　　　
　　　　　　　　　　　　を　ミド　の　　　ぽ　
需瑚，　扇　　画伊隣希1，竃孚，

一報酬比例年金

　
　
　
　
　
童

　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
随
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麟
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顛
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。
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　皆さんの納める保険料が重要な財源となってい
ますので、納入期限までにきちんと納めましょう。

●
国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
お
し
ら
せ

『
現
物
ま
が
い
商
法
』
に
よ
る

　
　
　
　
被
害
の
再
発
を
防
ぐ
た
め
に

　
昭
和
6
2
年
4
月
～
昭
和
6
3
年
3
月

の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

定
額
年
金

加
入
者

付
加
年
金

加
入
者

農
業
者
年

金
加
入
者

一
か
月

一
か
月

】
か
月

七
、
四
〇
〇
円

七
、
八
○
○
円

七
、
八
○
○
円

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

　
　
早
期
履
き
替
え
に
ご
協
力
を
〃

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
ょ
る
道
路
粉

じ
ん
は
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
大

幅
に
増
加
し
、
私
た
ち
の
生
活
環
境

を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
「
春
で
す
／
脱
ス
パ
イ

ク
で
き
れ
い
な
街
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
現
在
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
早
期

履
き
替
え
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中

で
す
。

　
乾
い
た
道
路
で
の
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
の
使
用
は
、
路
面
を
削
り
、
粉
じ

ん
を
発
生
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

　
こ
の
冬
、
や
む
を
得
ず
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
を
使
用
さ
れ
た
方
も
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
履
き
替
え
、
住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

蘇営齢　　
　
　
、
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
豊
田
商
事
な
ど
が
行
っ
た
「
金
」

な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
現
物
ま
が
い
商

法
」
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
、
昭

和
六
十
一
年
十
　
月
二
士
百
に
『
特

定
商
品
等
の
預
託
等
取
引
契
約
に
関

す
る
法
律
（
預
託
法
）
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
目
的
は
、
取

引
業
者
に
一
定
の
規
制
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
悪
質
業
者
の
排
除
と
預
託

者
の
利
益
を
図
る
も
の
で
す
。

〔
主
な
内
容
〕

一
、
規
制
を
受
け
る
預
託
等
取
引
契

　
約
と
は
、
三
ヶ
月
以
上
の
聞
、
特

　
定
商
品
お
よ
び
施
設
利
用
権
を
預

　
か
り
、
財
産
上
の
利
益
（
利
子
な

　
ど
〉
を
供
与
す
る
こ
と
を
約
束
す

　
る
契
約
。

二
、
規
制
対
象
の
「
特
定
商
品
」
と
は

▼
貴
金
属
（
金
・
銀
・
白
金
・
お
よ

　
び
こ
れ
ら
の
合
金
）

▼
宝
石
順
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ル
ビ

　
ー
・
オ
パ
ー
ル
・
ひ
す
い
等
）
真
珠

　
お
よ
び
こ
れ
ら
を
使
っ
た
装
飾
品

　
（
壷
・
飾
り
皿
：
不
ッ
ク
レ
ス
・

指
輪
・
ブ
ロ
ー
チ
等
）

▼
観
賞
用
植
物

　
「
施
設
利
用
権
」
と
は

▼
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
権

▼
ヨ
ッ
ト
な
ど
の
係
留
施
設
（
い
わ

　
ゆ
る
マ
リ
ー
ナ
）
の
利
用
権

　
業
者
規
制
の
面
で
は
、
不
当
な
勧

誘
の
禁
止
や
、
取
引
内
容
を
明
示
し

た
書
面
の
交
付
の
義
務
付
け
、
行
政

機
関
に
よ
る
業
務
停
止
命
令
、
違
反

行
為
に
対
す
る
罰
則
な
ど
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
契
約
後
十
四
日
以
内
で
あ

れ
ば
無
冬
件
で
解
約
で
き
る
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
制
度
や
、
そ
の
後
で
も

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
違
約
金
を
払
え
ば

解
約
で
き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

墾　季ロ　　　　　　　　　
の

一
、
自
分
一
人
で
決
め
ず
家
族
や
消

　
費
者
相
談
窓
口
な
ど
に
相
談
す
る
。

二
、
み
だ
り
に
貯
金
や
通
帳
を
見
せ

　
な
い
。

三
、
預
け
た
商
品
や
施
設
利
用
権
の

　
運
用
で
そ
れ
ほ
ど
利
益
が
あ
が
る

　
の
か
を
考
え
る
。

四
、
契
約
の
前
に
書
面
を
よ
く
読
ん

　
で
内
容
を
確
か
め
る
。

『
も
う
か
り
ま
す
』
の
強
引
な
勧
誘

が
あ
っ
て
も
、
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気

を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

3



　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　』二　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　二、　　　　　』　　　』　　二冒へ二
二．

行政区の一部が

変わります〃

　
現
在
の
行
政
区
は
、
自
治
会
を
単

位
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

行
政
改
革
大
綱
に
し
た
が
い
、
行
政

区
の
統
合
・
分
割
を
行
政
区
調
整
委

員
会
に
諮
り
、
ま
た
各
地
区
代
表
者

と
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
の
行

政
区
は
次
の
よ
う
に
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
統
合
に
な
っ
た
行
政
区
は
、

複
数
の
自
治
会
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
　
　
町

西
益
岡

中
益
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東
益
岡

清
水
小
路

寿
　
　
町

柳
　
　
町

本
郷
第
一

本
郷
第
二

本
郷
第
三

本
郷
第
四

寿
　
山

緑
が
丘

鷹
　
巣

旭
　
町

巣鷹

上
郡
山

郡
　
　
山

小
下
倉

一
一
五
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岡
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上
郡
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郡
　
　
山

小
下
倉

一
一
五

八
三

一
一
五
一

一
六
四

一
三
〇

九
一

八
五

六
〇
三

三
〇
七

一
〇
〇

五
七
五

一
一
一
二

四
九
四

一
八
五

一
四
一

一
〇
一

四
一
一
九

一
一
六
四

白
石
地
区

行
政
区
名

五
一
一

五
七
六
五

越
河
地
区

斎
川
地
区

行
政
区
名

原
町
屋
敷

中

斎

川

自
治
会
名

鹿
ノ
子

世
帯
数

行
政
区
名

越
河
南

越

河

自
治
会
名区

一
一
　
区

三
　
　
区

四

宙
治
会
名区

一
↓
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三
　
　
区

四
の
｝
区
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の
一
一
区

五
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六
　
　
区
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の
一
区

七
の
一
一
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八
　
　
区

一
〇

世
帯
数

三
〇

一
六

四
九

四
五

三
三

六
七

四
〇

三
〇

一
＝
一

三
四

三
六
六

世
帯
数

大
平
地
区

行
政
区
名

自
治
会
名区

一
一
　
区

東オヒ

四

七
　
　
区

八
　
　
区

九
　
　
区

十
　
　
区

十
　
　
区

十
一
一
区

一
一
一

三
三

一
三
】

一
一
四

五
三

七
三

一
一
三

五
九
六

白
川
地
区

四
　
　
区

行
政
区
名

自
治
区
名区

世
帯
数

西
　
　
区

南
　
　
区

東
　
　
区

北
　
　
区

三
　
　
住

蔵
　
　
王

世
帯
数

不
　
　
忘

11【

原

子
一
七

西
区
上

西
区
下

南
　
　
区

東
　
　
区

北
　
　
区

三
　
　
住

三
の
一
区

蔵
　
　
王

不
　
　
忘

1r［

原

子
一
一
一
一

六
九

七
一
一

八
九

八
一

八
五

六
九

一
一
〇

一
八
五

四
三

四
四

一
一
　
区

三
　
　
区

四
五

七
六

九
八

三
七

四
七

五
一
一

五
八

一
一
〇
山
ハ
一
二

小
原
地
区

世
帯
数
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六
一

白

llI

四
　
　
区

五
　
　
区

六
　
　
区

七
　
　
区七

一
一
一
五

五
〇

大
　
　
平

南
　
　
町

田
　
　
町

本
　
　
町

中
　
　
町

長
　
　
町

亘
理
町

短
ケ
町

南
　
　
町

田
　
　
町

本
　
　
町

中
　
　
町

長
　
　
町

亘
理
町

短
ケ
町

三
五
一
一

六
一
一
〇

一
六
五

七
八

一
〇
三

九
二

一
六
九

南
五
賀

五
　
　
賀

平

五

五
　
　
区

六
　
　
区

七
　
　
区

八
　
　
区

九
　
　
区

十
　
　
区

一
〇

三
の
一
一
区

四
　
　
区

五
　
　
区

六
　
　
区

七
　
　
区

八
　
　
区九

八
九

三
二

四
〇

七
五

三
九

四
一
｝

四
七

五
九

五
九
七

五
二

四
七

六
九

七
一

四
八

五
三

九
一

五
『
七

大
鷹
沢
地
区

行
政
区
名

西

自
治
会
名区

世
帯
数

三
四

福
岡
地
区

行
政
区
名

滝
　
　
上

滝
　
　
下

尾
　
　
箆

原

山

ノ
下

1中

自
治
会
名

滝
　
　
上

滝
　
　
下

尾
　
　
箆

上
　
　
原

下
　
　
原

鎌
　
　
先

山
ノ
下

世
帯
数

七
三

三
四
五

九
四

三
四

三
一
一

四
一
一

一
五
一
一

行
政
区
名

南

一
一
　
区

三
　
　
区

四
　
　
区

一
三
八

五
九

四
一

山

刀・

原

自
治
区
名

根

八
宮
東

八
宮
西

1中

山
　
　
根

八
　
　
宮

芹
　
　
沢

大
　
　
網

三
四
一
一

上
戸
沢

下
戸
沢

赤
井
畑

五
　
　
区

六
　
　
区

五
九

三
六

弥
治
郎

冷
清
水

大
　
　
熊

東

塩
　
　
倉

中
　
　
北

猿
　
　
鼻

新
　
　
町

赤
　
　
坂

湯
　
　
元

明
　
　
戸

小
久
保
平

一
四

一
一
三

六
一

三
〇

二
二

三
三

一
一
一

｝
七
四

九
四

一
一
一
一

四
四

四
一

六
〇

五
三九

四
二

四
五

一
一
一

三
七

四
五
九

合
　
計

　
行
政
区

　
自
治
会

五
八

一
〇
九

暮
ら
し
の
中
の

　
　
マ
ー
ク

　
デ
バ
i
ト
や
薬
局
で
見
か
け
る
小

麦
胚
芽
油
や
ビ
タ
ミ
ン
C
含
有
食
品
、

ケ
ロ
レ
ラ
な
ど
の
健
康
食
品
。
　
「
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
」
　
「
体
で

つ
く
れ
な
い
栄
養
素
を
と
る
」
な
ど

の
理
由
か
ら
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
健
康
食
品
に
は
い

ま
ま
で
こ
れ
と
い
っ
た
基
準
が
な
／
＼

．
て
れ
ら
を
食
べ
て
「
下
痢
を
し
た
」

「
し
っ
し
ん
が
で
き
た
」
な
ど
の
苦

情
や
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
苦
情
や
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
飼
日
本

健
康
食
品
協
会
で
は
、
厚
生
省
の
指

導
の
も
と
に
、
J
H
F
A
（
融
℃
讐

浮
巴
爵
国
8
島
＞
紹
a
蝕
9
1
1
前

記
協
会
の
英
字
表
記
の
略
）
マ
ー
ク

を
制
定
し
、
健
康
食
品
の
安
全
や
品

質
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
品
目
に

　
　
規
格
基
準
を
設
け
る

　
働
日
本
健
康
食
品
協
会
で
は
、
特

に
市
場
に
た
く
さ
ん
出
回
っ
て
い
る

健
康
食
品
十
二
品
目
（
マ
ー
ク
の
対

象
品
目
参
照
）
に
つ
い
て
製
品
規
格
、

製
造
、
加
工
、
表
示
の
基
準
と
い
っ

た
規
格
基
準
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
い
わ
ば
健
康
食
品
の
見
張
り
役
。

　
こ
の
基
準
は
食
品
衛
生
法
、
栄
養

改
善
法
、
薬
事
法
、
景
品
表
示
法
な

健康食品の

見張り役

・愈＼

　小麦はい芽油、大麦

はい芽油、米はい芽油、

はと麦はい芽油、ビタ

ミンE含有植物油、ビ

タミンC含有食品、酵

母食品、食物繊維加工

食品、エイコサペンタ

ェン酸（EPA）含有
精製魚油加工食品、ク

ロレラ、スピルリナ、

オタネニンジン桑艮加工

食品の12品目。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
し
　
サ
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
サ
　
ぜ
　
ド
ケ

ど
を
踏
ま
え
、
飾
日
本
健
康
食
品
協
一

会
が
組
轡
た
専
門
委
員
会
霧
亘
『
斎
凋
生
㌧
－
・
…
－
◎

き
れ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
　
．
　
佐
井
川
、
佐
也
川
と
も
書
か
れ
、

こ
の
下
多
つ
け
る
た
め
に
竺
碧
の
由
悉
つ
い
て
は
・
昔
坂
上

榊
日
本
健
康
食
品
協
会
に
書
類
を
申
。
田
村
麻
呂
が
エ
ゾ
征
伐
の
折
、
当
村

請
し
、
厚
生
大
臣
指
定
雰
穰
墨
で
「
鬼
形
の
も
の
轟
退
治
の
籟

で
検
査
を
一
賞
け
、
規
格
基
準
に
あ
っ
、
当
村
の
川
こ
て
御
行
水
御
鵜
を
遊
ば

て
い
る
書
う
か
の
審
査
を
受
け
・
『
さ
れ
候
に
仙
」
命
響
れ
た
と
伝
え

殆
略
銚
縞
鰭
議
騙
麩
㍗
都
諮
瀬
鰹
耀
、
篇

こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
草
名
也
」
（
「
地
名
辞
典
」
）
に
あ
り
、

　
必
要
事
項
の
｝
括
表
示
で
　
　
　
　
「
さ
い
」
、
「
さ
や
」
は
本
来
ユ
リ
の

J
H
襟
諒
鞍
い
る
窮
拓
ね
饗
繋
凝

懸
繕
露
糞
墾
石
鮭
域
は
良
好
　
の
た
め

括
し
て
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。
　
　
一
早
く
か
ら
開
発
さ
れ
、
亀
田
古
墳
群

　
必
ず
表
示
さ
れ
て
い
る
事
項
と
し
｝
な
ど
古
墳
時
代
の
遺
跡
や
馬
牛
館
・

て
は
、
次
の
八
項
目
が
あ
り
ま
す
．
蕊
薙
飯
詰
館
地
蔵
院
館
奮

①
名
称
　
②
原
材
料
名
　
③
内
容
量
・
中
世
城
館
の
遺
跡
も
多
い
。

④
製
造
ま
た
は
輸
入
年
月
日
⑤
消
「
一
盾
、
凄
ワ
嵯
殿
分
沖

費
期
限
　
⑥
製
造
所
（
販
売
者
）
の
住

所
、
氏
名
、
⑦
規
格
成
分
お
よ
び
そ
　
　
　
　
三
、
四
月
ご
ろ
の
野
原
で

の
含
有
量
　
⑧
保
存
上
の
注
意

　
現
在
、
十
二
の
品
目
に
つ
い
て
規

格
基
準
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
そ
れ
以
外
の
健
康
食
品
に
も
、

順
次
規
格
基
準
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
J
H
F
A
マ
ー
ク
の
つ
い
た
健
康

食
品
は
、
厳
し
い
審
査
に
合
格
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
マ
ー
ク
は
、
健
康

食
品
を
選
ぶ
た
め
の
安
心
の
目
安
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

タンポポ

目
に
つ
く
黄
色
い
花
「
タ
ン

ポ
ポ
已
春
の
太
陽
の
光
を
吸

い
取
っ
て
咲
い
た
感
じ
の
キ

ク
科
の
多
年
草
で
す
。

　
地
面
に
は
り
つ
い
た
よ
う

に
生
え
る
ヘ
ラ
形
の
葉
に
は
不
規
則

な
ギ
ザ
ギ
ザ
が
あ
り
、
そ
の
中
心
部

か
ら
伸
び
た
茎
の
先
端
に
、
黄
色
ま

た
は
ク
リ
ー
ム
色
の
花
が
咲
き
ま
す
。

　
つ
づ
み
ぐ
ざ

「
鼓
草
」
と
い
う
名
は
、
そ
の
花
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
さ
い
川
」
と
「
天
文
段
銭
古
帳
」
に
・

　
あ
り
、
天
文
初
年
ご
ろ
（
｝
五
三
〇

　
年
代
）
中
斎
川
は
伊
達
家
の
重
臣
桑
・

折
播
磨
の
所
領
で
あ
り
、
そ
の
他
の
『

　
斎
川
も
伊
達
領
で
あ
っ
た
。
天
正
十
．

九
年
（
五
九
二
年
）
蒲
生
氏
郷
竺

　
と
な
り
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
九
年
）
一

上
杉
景
霧
餐
七
年
（
一
六
。
『

三
年
）
片
倉
氏
の
『
円
地
行
地
と
な
．

り
棄
に
至
る
・
　
　
『

年
鯉
に
昌
幕
鎗
廼
献
『

中
斎
川
、
原
、
鹿
子
の
四
行
政
区
か

ら
な
る
斎
川
村
と
し
て
自
治
体
を
形

搭
醗
鵬
彰
髄
孫
太
郎
虫
一

特
に
嘆
螢
は
小
児
瘡
の
薬
±

し
て
九
跡
か
ら
北
海
道
ま
で
広
く
知
・

れ
渡
っ
た
こ
と
暑
名
で
あ
る
．
（
「
旦

本
地
名
大
辞
典
」
）
　
　
　
　
　
　
　
一

ー
－
　
－
ー
－
　
r
　
『

形
が
鼓
面
に
似
て
い
る
か
ら
付
い
た

も
の
で
す
。

　
地
方
に
よ
っ
て
タ
ン
ポ
コ
・
タ
ン

タ
ン
ポ
・
チ
ャ
ン
ポ
コ
・
デ
デ
ポ
ッ

ポ
な
ど
の
呼
び
名
が
あ
り
、
こ
れ
は

鼓
の
音
色
を
模
し
た
擬
音
語
で
、
子

ど
も
た
ち
が
言
い
出
し
た
も
の
な
の

で
し
ょ
う
。

　
漢
字
で
書
く
と
「
蒲
公
英
」
。
開
く

前
の
花
を
乾
燥
さ
せ
て
作
る
漢
方
の

解
熱
・
発
汗
剤
の
薬
名
で
す
。

5



ぼ
く
ら
の
街
の
会
社
訪
問

⑤

匪
檬
式
会
社

　
自
石
ベ
イ
パ
ス
と
旧
国
道
四
号
に

は
さ
ま
れ
た
準
工
業
地
域
に
工
場
が

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ド
ゆ
ん

あ
り
、
自
石
特
産
の
温
麺
・
各
種
う

ど
ん
・
ゆ
で
生
麺
・
焼
そ
ば
な
ど
麺

製
品
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
「
臼
石
温
麺
は
短
か
い
の
が
特
色
で

す
が
短
か
く
な
っ
た
理
由
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
た
ぶ
ん
短
か
い
方
が
荷
い

た
み
が
少
な
く
、
製
品
の
歩
盤
り
率

も
よ
い
し
、
食
器
も
あ
ま
り
大
き
く

な
い
木
の
椀
だ
っ
た
の
で
短
か
い
方

が
都
合
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」

　
「
麺
は
歯
ご
た
え
で
食
べ
る
か
、
の

酪一　　　　　　　轟弩
駄　　　　　　　　　　蕊
、簿亀・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、染鍔　譜

駄餓　　　　　　　　　　　　　＾噂鞭

　　　運　　　　鑓

ヤ
オ
シ
ン

▽
白
石
市
福
岡
長
袋
字
高
畑
一

ど
越
し
で
食
べ
る
か
と
い
わ
れ
、
歯
、

ご
た
え
の
人
は
太
い
麺
、
の
ど
越
し
い

の
人
は
細
い
麺
を
食
べ
れ
ば
よ
い
で
一

市

し
ょ
う
。
し
か
し
温
麺
に
は
三
分
間
一
当
然
市
の
事
業
と
し
て
実
施
す
・

で
ゆ
で
上
が
る
と
い
う
近
頃
の
イ
ン
［

ス
タ
ン
ト
食
品
に
匹
敵
す
る
す
ば
ら
↑
業
と
し
て
進
め
て
い
た
だ
け
る
見
込

し
い
特
性
を
持
っ
た
食
品
で
あ
る
こ
一
み
と
な
っ
た
。
こ
の
新
規
採
択
に
県

と
を
ご
存
じ
の
方
は
少
な
い
の
で
は
｝
の
都
市
計
画
課
の
方
々
と
建
設
省
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
小
林
社
長
さ
ん
認
陳
情
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
新
幹
線
自

　
「
各
地
の
製
麺
業
が
衰
退
し
て
い
く
｝
石
蔵
王
駅
と
の
連
絡
が
さ
ら
に
便
利

な
か
、
組
合
の
統
一
商
標
「
百
）
」
に
い
に
な
り
、
新
幹
線
駅
前
の
発
展
が
望

よ
り
、
品
質
、
価
格
の
適
正
化
を
は
一
ま
れ
る
。

｝
2
月
3
日
㈹
　
森
合
雁
狩
橋
線
旧
国

　
　
道
4
号
か
ら
バ
イ
パ
ス
ま
で
延

　
　
伸
の
新
規
採
択
を
陳
情
（
上
京
）

　
森
合
雁
待
橋
線
の
旧
国
道
4
号
か

ら
バ
f
パ
ス
ま
で
は
市
道
な
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
￥
ン
さ

で
あ
る
が
、
県
の
ご
好
意
で
県
の
事

か
り
自
石
温
麺
を
郷
土
の
名
産
品
と
皿

し
て
後
世
に
残
し
た
先
輩
の
努
力
と
…

先
見
の
明
に
敬
服
い
た
し
ま
す
」

　
同
社
は
男
子
一
〇
七
名
、
女
子
八
｝

九
名
の
従
業
員
の
親
睦
団
体
「
白
雪
一

会
」
の
企
画
運
営
に
よ
る
花
見
・
紅
皿

葉
狩
な
ど
の
旅
行
を
行
な
い
、

安
価
で
食
卓
を
楽
し
く
す
る
製
品
づ
一

ー
り
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
㏄

　
乾
麺
は
、
東
北
・
関
東
・
東
海
の
一

一
部
へ
、
生
麺
は
市
内
を
は
じ
め
、
｝

仙
台
・
福
島
・
盛
岡
な
ど
の
食
卓
を
ヴ
て
｝

の
日
の
う
ち
に
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
「

　
同
社
は
、
温
麺
だ
け
で
な
く
、
若
…

い
尺
に
も
好
ま
れ
る
付
加
価
値
の
盲
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
製
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
午
後
、
農
水
省
大
臣
官
房
企
画
室

情
報
化
対
策
室
長
の
斎
藤
紘
一
氏
と

面
会
す
る
。
氏
は
1
7
日
に
開
催
さ
れ

る
仙
南
ゲ
リ
ー
ン
ト
ビ
ア
〔
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
情
報
ネ
ヴ
ト
ワ
ー
ク
）

構
ハ
で
講
演
を
依
頼
し
て
い
る
方
だ

　』≠イーザーヒズゼンダー落嵐鐸

　　　　　融　5，

じ
．
調

　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　㎜騨罰陥夢　　噸
▲デイ・サービスセンター落成式

水
省
に
入
、
ら
れ
た
と
い
う
。

　
グ
リ
ー
ン
ト
ビ
ア
の
元
締
め
に
白

石
の
人
が
い
る
の
も
何
か
の
縁
で
、
あ

ろ
う
。

13

日
㈹
　
新
潟
大
馬
場
教
授
に
面
会

　
四
全
総
及
び
県
の
第
三
次
総
合
長

期
計
画
に
整
合
性
を
も
た
せ
た
、
市
の

総
合
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
意
見

を
き
か
せ
て
い
た
だ
く
。

　
現
在
の
自
治
体
等
の
総
合
計
画
は
、

①
○
○
市
総
台
計
画
の
0
0
に
、
他

　
の
市
の
名
前
を
あ
て
は
め
て
も
全

　
く
同
じ
よ
う
な
も
の
で
個
性
が
な
い
．
、

②
美
辞
麗
旬
が
多
！
・
、
具
体
が
な
い
。

（
ゆ
）
柔
軟
性
が
な
く
、
考
え
方
が
硬
直

　
し
て
い
る
。

　
な
ど
、
私
も
同
感
で
あ
る
．
．

　
個
性
的
な
自
石
市
を
？
め
あ
け

る
た
め
に
、
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
一

き
、
肥
・
6
3
年
に
わ
た
っ
て
基
本
計

画
を
見
直
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
も

の
を
つ
－
・
り
あ
げ
た
い
一
．

14

日
出
　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
落
成
式

　
高
齢
化
社
会
に
対
処
す
る
施
設
と

し
て
、
市
単
独
で
で
も
デ
f
・
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
実
施
す
る
つ
も
り
で
、
あ

っ
た
が
、
ウ
で
ミ
ン
ブ
よ
く
リ
ミ
ソ

ト
が
ゆ
る
め
ら
れ
た
の
で
、
県
内
で

最
初
の
落
成
を
み
た
。

　
本
事
業
は
在
宅
の
老
人
に
、
日
常
『

動
作
訓
練
、
健
康
診
査
な
ど
を
行
う
，

も
の
で
管
理
運
営
費
は
、
国
が
㌔
、

県
慧
、
市
灯
の
負
担
と
、
国
・
県
か
）

ら
の
援
助
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
［

っ
た
。
p
、

　
利
用
者
は
昼
食
費
上
の
実
費
鋤
円
「

を
負
担
す
る
だ
け
で
各
種
サ
ー
ビ
ス
…

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
老
人
福
一

祉
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
願
う
。
　
一

16

日
㈲
　
予
算
査
定

　
昭
和
6
2
年
度
当
初
予
算
を
査
定
す
一

る
。
財
政
の
厳
し
い
中
で
、
東
中
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

校
建
設
等
で
前
年
比
約
陥
ハ
ー
セ
ン
｝

ト
の
伸
び
寛
込
む
．
こ
の
袈
至

は
、
お
そ
ら
く
宮
城
県
n
市
の
中
で
皿

最
高
で
あ
ろ
う
．
財
政
の
確
保
に
努
一

力
す
る
と
と
も
に
、
予
算
を
有
効
に
一

活
用
し
よ
り
大
き
な
効
果
を
あ
げ
な
・

け
れ
ば
な
ら
な
い
．
．
　
　
　
　
　
　
一

17

日
㈹
　
仙
南
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
演
会

　
農
水
省
情
報
化
対
策
室
長
の
斎
藤
｝

紘
一
氏
に
グ
リ
ー
ン
ト
ビ
ア
構
想
の
一

講
演
を
し
て
い
た
だ
く
　
　
　
　
　
．

　
仙
南
ゲ
リ
ー
ン
ト
ビ
ア
が
完
成
し
、
～

営
農
・
流
通
・
生
活
・
行
政
・
観
光
一

情
報
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報
の
活
用
に
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

よ
り
、
生
産
性
が
向
上
し
、
地
域
の
一

活
性
化
が
は
か
ら
れ
、
よ
り
豊
か
な
…

地
域
社
会
の
実
現
す
る
こ
と
を
祈
る
ー
．

20

日
㈹
　
森
合
雁
狩
橋
線
延
伸
の
た
｝

　
　
　
　
め
県
知
事
に
陳
情
す
る
　
｝

6

　　　　　　　　カ
　　　　　　　メ
　　　ト；・：。：◆：◆：・：・：◆：ウ：・：◆：◆：・：寺：噛：9：・躍　：・噸◎：す

　　　　　目のラ’

繋
誌

　
鋼

マ

話題を追ってや
ゆ
の碧W

”鵯脚
…韓

魂

　　　　　　　　　　　　　て

　　　　　　　一一　冒・真…・画廣1も　　響
　　　　　　　　　　　一乱一血

2月14日デイ・サービスセンター落成

強烈轍簾轡羅
一
，
1

：糞、糞灘i

　　　　　　　　警讐，．
　　　　　　　　寅
　　　．．．嫌・　痘＿
　　グリーントピア講演会　2月17目

　　　巌」い剥陣

蕩醒馨階匡盛、
岬

滴

魚　　　　　蕪　踊
越河地区芸能祭　2月22日

・
騒
季

2月憐日現代の小十郎（西郷輝彦）墓前に

蚤
、
轡

駄臥
之

．
猪

減陶

黙
畦
鷹

難
．

蛋
郵
’

属

騒
㌔
γ

妻
　
　
　
　
　
、
　
、
　
…

蚤．

誕
書

　
　
釜
毒

　
，
蓼
婁
妻
雪

、

響野鯛，1、猷，、
　　　　　　　　　　ド論　　　　熱．

　　　　』「、』△』＼1・』騨f．機

　　　　　「あれっ、とれちゃった！」
　　　　　　伝承玩具遊び　2月7日

　　｛第畑稲漉麟春縫の顯一

　　　神楽保存会も大ハッスル……
　　　大鷹沢地区新春芸能の祭典　2月15日

　　　　　　　　　　N’敵

，簿』　麟懸翻，メ．、
　典！『．．　　　　　辱競イ
　　　　　　　　『’　，齢

　　　　　野，％監』「1，

「あら、○○ちゃんのだ」
書初め展　2月21・22日　中央公民館

瓢《

癖
、
轡
婁

争
鰍
、
窪

罵響饗椚璽驚
特殊学級合同学習発表会　2月6日

喫
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働く婦人の家利用者アンケート調査結果

【調査期間】昭和61年8月～9月

　働く婦人の家は、昭和50年4月9日にオープン以来、12年目を迎えました。このほど2

年に一度調査されている利用者アンケート調査結果がまとまりましたのでお知らせします

2．何に生きがいを感じていますか？1．調査対象者年齢区分
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し

特
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動
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活
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参

家事

　　べ
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人
．

り
］

供がて
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で
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含
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燵
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9．働く婦人の家に希望する事業・講座8．老後をどのように考えていますか？

計ノ
コ認睾「馳也

舌
スホー

教費的

奪もの

拳

も

万1動
敦育

区分
肛茸5

ヘピ諺
p

叢
匡
巧
の
．
苓

特
f
、

掌のこ地粒‘II動

へ
∩
0

り
“

へ

1
－
、

り
］6ワ

】

入
，

つ
」111

常勤

∫ζ一ト

人入＾
聖

レンヤー

娯　柴

　　　　　　ノ1

馴　馴ボ
テ

分区

　　A9
＾
、

常勤

9
リ19

一ト「バ

14147り
】

叩
冨自10り

】
O
り

財
冨自

11り
一

∩
O6F勺職911ウ

〕41

75り
O54183861『

』
耗
寡

57り
D

り
一5【

」5334

内職

なし

人
％

人
％

8人

17％
入
％

5
ほ

人
％

28

伽
へ
％

8
5
0

人
％

人
％

計へ
％0
0
0

氏
％

へ
％

へ
％

へ
％

7
侶

氏
％

入
．
％

＾、

％

幽

計

8

㊥
麟
8
㊥
鴎

か
わ
り
柳
川
鍋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
汁
気
を
き
っ
た
牛
肉
を
の
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
ム
・
わ
せ
調
昧
料
を
大
さ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
～
1
0
杯
加
え
て
火
に
か
け
、
沸

　
騰
し
た
ら
す
ぐ
卵
を
廻
し
か
け
て

　
火
を
止
め
る
。

④
半
熟
卵
の
状
態
で
食
卓
に
出
す
よ

　
う
に
し
ま
す
。

※
牛
肉
の
か
わ
り
に
豚
肉
で
も
よ
い

　
し
、
ま
た
さ
ん
ま
や
い
わ
し
な
ど

　
で
も
お
い
し
く
で
き
ま
す
。

　　　　』

　　　くきき　　　　ド

佐藤元子さん（自石

【
材
料
】
　
（
4
人
分
）

　
牛
ロ
ー
ス
薄
切
肉
㎜
～
㎝
9
、
細

め
の
、
こ
ぼ
う
㎜
9
、
卵
4
個

（
調
味
料
）
ダ
シ
汁
大
さ
じ
5
、
酒

大
さ
じ
4
、
み
り
ん
大
さ
じ
2
、
砂

糖
小
さ
じ
4
、
し
ょ
う
油
大
さ
じ
舗
。

【
作
り
方
】

①
牛
肉
は
5
～
6
㎝
長
さ
の
細
切
り

　
に
し
、
湯
び
き
し
て
ア
ク
を
抜
き

　
調
味
料
を
合
わ
せ
た
中
に
2
0
分
ぐ

　
ら
い
つ
け
る
。

②
ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き
に
し
（
ア
ク

　
抜
き
を
し
て
）
、
水
き
り
す
る
。
卵

　
は
1
個
ず
つ
ボ
ウ
ル
に
割
っ
て
入

　
れ
、
か
き
ま
わ
さ
ず
に
十
文
字
に

　
切
る
だ
け
に
す
る
。

③
土
鍋
に
ご
ぼ
う
を
ひ
と
並
べ
に
し
、

〈
ご
存
知
で
す
か
？
〉

口
昔
か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
卵
の
栄
養
価
ー

　
私
た
ち
が
ふ
つ
う
卵
と
い
っ
て

い
る
鶏
卵
は
、
栄
養
成
分
が
豊
か

で
消
化
も
よ
／
＼
昔
か
ら
病
人
や

子
ど
も
の
栄
養
補
給
に
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
卵
に
は
良

　　　　　卵の構造
汚を多く含み、

ラルも含む㌧

　卵殻（カラ）

　　　　　カラザ
　　　　　〃材の両側につく、ね
　　　　　しれたひも状，黄身の
　　　　　位置を安定させている．

蔽、一』癖

、
＼
・
、

、
・
、
、

、＝
　
「

ニ
　
ノ

〆

／

／
’
！
『
W

一、、　－外水様卵白

質
な
た
ん
白
質
が
豊
富
で
、
日
本

人
に
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
ミ
ン
A
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
の
ほ
か
、

ビ
タ
ミ
ン
脳
・
蝕
な
ど
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　　　　　　　　　　r■『、　　　　　　！へ，　　／

内水様卵覧，殻，莫，垣，膜、胚，胚盤、獺鞠〔1鞭

　　　　内外2枚っ気…豊の　　閂といわれひな
　　　　　　部分は離れる，　になる部分．

　
特
に
卵
の
た
ん

白
質
は
、
私
た
ま

の
か
ら
だ
に
不
可

欠
な
必
須
ア
、
、
、
∠

酸
の
バ
ラ
ン
ス
が
、

よ
く
、
食
品
た
ん

白
質
の
栄
養
価
を

示
す
プ
ロ
テ
イ
ン

ス
コ
ア
（
た
ん
白

価
）
の
基
準
に
さ

え
な
っ
て
い
ま
す
。

1
「
栄
養
と
食
べ

も
の
事
典
」
よ
り

調査日：昭和62年2月1日　白石市
消費生活モニター調査結果

　　備　　考

上昇品目：サラダ

油、小麦粉、バター

一
、 ティッシュペー

パー、プロパンガス

ス、カレーライス、

パーマネント料、灯

油、レギ’ユラーガソ

リン、車垂ギ由

下降品目：砂糖、牛

乳、A重油
横ばい品目1しょ

う油、食パン、マー

ガリン、ラップ、理

髪料

対前月衝格比

△　　0．7％

4。3

1．O

△　1．3

　　1．8

　　0．7

0．4

1．6

　　2．7

　　6．0

　　5．4

　　4．5

　　8．6

△　5．0

蓉調平均価格

　　　　271円

　　　　268

　　　　371

　　　　218

　　　　150

　　　　194

　　　　229

　　　　380

　　　　145

　　　　216

　　4，661

　　　　450

　　1，600

　　5，342

　　　　752

　　　　772

　　　　112

　　　　　70

　　　　　59

平均　値
　　　　269円

　　　　268

　　　　387

　　　　217

　　　　150

　　　　194

　　　　226

　　　　387

　　　　146

　　　　216

　　4，679

　　　　457

　　1，600

　　5，485

　　　　797

　　　　814

　　　　117

　　　　　76

　　　　　56

最　低　値

　　　　260円

　　　　250

　　　　338

　　　　188

　　　　150

　　　　185

　　　　188

　　　　375

　　　　　98

　　　　150

　　4，290

　　　　450

　　1，500

　　5，000

　　　　700

　　　　730

　　　　110

　　　　　70

　　　　　43

最　蕩　価

　　　　280円

　　　　300

　　　　445

　　　　238

　　　　150

　　　　208

　　　　260

　　　　420

　　　　180

　　　　248

　　5，070

　　　　500

　　1，700

　　6，000

　　　　900

　　　　900

　　　　125

　　　　　80

　　　　　68

　　　銘柄・規格

上　白　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　7009

薄力　粉　　　　1kg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り2259

紙容器入り　　　1，000αc

カルトン入り　　　2259

400枚　紙箱入り

幅30c皿・長さ20m

lO㎡（気体）

並　　食　　一　　皿
小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット）

（店頭価格　　184）

（配達料込み　18ぞ）

14　　　現　　　　金

14　　　現　　　金
1ε　　　現　　　　金

晶　名
1。砂　 糖

2。しょう油

3。サラダ油

4。小麦粉
5．食パン
6。マーガリン
7，牛　 乳

｝
々
’f／8

9．　ティッシュベーパー

10。ラ　ッ　プ

11．プロパンガス

12．カレーライス

13．理　髪　料

14．パーマネント料

油15．灯

16，　レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18，A重油

9

◇



コ

筆
つ
く
り
に
五
十
年

大
野
久
平
さ
ん
（
6
6
歳
）

　
▽
白
石
市
福
岡
八
宮
字
中
ノ
川
2
6
番
地

　
福
岡
八
宮
の
水
分
神
社
の
そ
ば
に
住
む
大
野
さ
ん
は
、
筆
つ
く
り

五
十
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
。
刈
り
と
ら
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
の
馬
や
羊
、
テ

ン
等
の
毛
が
大
野
さ
ん
の
手
に
か
か
る
と
次
第
に
姿
を
と
と
の
え
、

軸
に
ピ
ッ
タ
リ
と
お
さ
ま
り
、
一
本
の
筆
が
完
成
し
ま
す
。

　
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
大
野
さ
ん
は
、
尋
常
高

等
小
学
校
二
年
の
と
き
、
足

を
ケ
ガ
し
、
不
自
由
に
な
っ

た
た
め
農
業
を
断
念
し
、
手

に
職
を
つ
け
る
た
め
仙
台
の

松
泉
堂
と
い
う
筆
屋
に
弟
子

入
り
し
、
六
年
問
修
業
、
ヒ

十
二
歳
で
職
入
と
し
て
独
立
。

そ
の
後
東
京
で
十
五
年
筆
つ
く
り
に

専
念
し
ま
し
た
。

　
戦
時
中
は
、
軍
需
工
場
で
潤
滑
油

を
塗
る
ハ
ケ
を
つ
く
り
、
終
戦
直
後

は
米
軍
の
民
主
化
政
策
に
よ
り
書
道

が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
筆
の
需
要
が

な
く
な
り
故
郷
へ
帰
り
結
婚
。
書
道

が
復
活
し
筆
の
需
要
が
増
え
て
く
る

に
従
い
ま
た
筆
つ
く
り
に
専
念
。

ズノ　る　き

ピ　ノ　

　
大
野
さ
ん
は
太
い

筆
を
つ
く
る
の
を
得

意
と
し
て
い
ま
す
。

筆
の
材
料
と
し
て
は
、

馬
、
羊
、
テ
ン
の
毛

な
ど
が
用
い
ら
れ
ま

す
が
、
馬
の
毛
が
一

番
よ
い
そ
う
で
す
。

　
筆
つ
く
つ
は
全
て

や
っ
と
一
本
の
筆
が
仕
上
り
ま
す
　
r
里
；
　
い
ま
の
城

「
不
思
議
な
も
の
で
競
走
馬
の
毛
は
》
山
ト
ン
ネ
ル
を
中

ま
っ
す
ぐ
な
の
に
普
通
の
馬
の
毛
は
硫
心
に
し
た
白
石
川

初
め
か
ら
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
7
．
一
帯
が
狩
場
で
あ

も
栄
養
の
と
り
方
の
違
い
な
の
で
し
．
’
っ
た
ら
し
い
。
た

よ
う
ね
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
だ
し
白
石
で
は
鉄

「
筆
つ
，
・
り
も
根
気
の
い
る
仕
事
で
〉
砲
で
白
鳥
を
撃
つ

す
が
、
五
十
六
歳
で
車
の
運
転
免
許
、
こ
と
は
厳
禁
さ
れ

を
と
る
の
も
大
変
で
し
た
］
と
苦
笑
へ
た
．
自
石
地
方
の

す
る
大
野
さ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
点
住
民
が
こ
の
鳥
を

　
昭
和
六
十
一
年
仙
南
地
方
の
身
体
・
．
崇
拝
し
て
い
た
た

障
害
者
製
品
展
示
即
売
会
に
お
い
て
？
め
ら
し
い
。
し
か

優
秀
賞
受
賞
。

　
趣
昧
・
は
鳩
と
盆
栽
と
カ
ラ
オ
ヶ
で
、
た
記
録
は
な
い
。

演
歌
を
唄
う
こ
と
。
で
も
、
「
な
か
な
∴

か
う
ま
，
＼
な
ん
ね
ん
だ
い
」
と
謙
そ
㌦

ん
す
る
。

　
書
道
人
口
が
増
え
て
い
る
現
在
、
’

選
ば
れ
る
筆
、
中
国
製
に
優
る
筆
を
｝
・

こ
れ
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
つ
く
り
続
け
∴

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
出
動
さ
せ
、
三
住
、

手
作
業
で
根
気
の
い
る
作
業
で
す
。
㌦
　
昔
の
大
名
や
領
主
は
靴
の
酒
，
習
の

ま
ず
馬
の
毛
な
ど
を
灰
で
よ
く
も
み
、
（
た
め
、
ま
た
身
体
の
鍛
練
、
レ
フ
リ

約
二
時
間
く
ら
い
煮
て
毛
の
油
を
抜
、
エ
3
ン
ヨ
ン
を
兼
ね
て
暇
さ
え
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
も
ヌ
ひ
ロ
　
　
　
カ
　
　
ゐ
ロ
　
　
　
ど
ド
ら
や
　
の

き
、
曲
が
っ
て
い
る
フ
セ
を
直
し
て
！
ば
山
狩
、
川
猟
、
鷹
野
を
行
っ
た
。

か
ら
、
毛
先
の
切
れ
’
，
、
い
な
い
も
の
∴
伊
達
政
宗
な
ど
も
晩
年
よ
，
，
で
か
け

だ
け
を
選
び
出
し
、
筆
の
最
も
大
切
∵
た
こ
と
が
記
録
に
見
え
る
。
彼
は
白

な
シ
ン
を
作
り
、
シ
ン
の
穂
先
の
割
（
鳥
捕
り
の
放
鷹
（
鷹
狩
）
の
た
め
自

れ
な
い
も
の
だ
け
に
表
毛
を
巻
き
、
∵
石
へ
来
た
。
ま
た
小
原
の
臼
石
川
で

糸
で
縛
り
、
根
元
を
切
り
そ
ろ
え
て
∴
川
猟
を
や
っ
た
。
獲
物
は
鮎
で
勲
を

き
ら
に
毛
が
抜
け
な
い
よ
う
に
コ
テ
㌦
し
か
け
る
の
だ
が
相
当
大
も
の
が
と

で
根
元
を
焼
き
、
軸
に
取
り
付
け
て
∵
れ
た
。
白
鳥
の
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
7
、
マ
了
十
炉
、

郷±史アレコレ

麓
一
帯
で
大
巻
狩
を
展
開
し
た
．
、
獲
㍗

物
は
主
に
鹿
で
ほ
か
に
猿
や
浪
な
ど
，
、

総
数
四
五
〇
頭
に
及
ん
だ
と
い
う
．

二
の
間
、
山
案
内
を
勤
め
た
の
が
片
’

倉
三
右
衛
門
良
種
で
通
称
勇
猿
と
い
「

い
、
政
宗
の
正
室
陽
徳
夫
人
の
実
家
〉

田
村
家
ゆ
か
り
の
者
で
あ
る
．
、
彼
は
・

狐
か
ら
速
歩
の
術
を
会
得
し
た
と
称
〉

し
、
連
日
山
野
を
四
〇
キ
ロ
も
馳
せ
．
一

歩
い
た
と
い
う
．
、
け
も
の
の
道
筋
や
へ

　
　
　
　
　
　
　
習
性
を
熟
知
し
て
一
・

　
　
　
　
　
　
　
い
た
の
で
山
狩
の
・
、

　
　
　
　
　
　
　
案
内
に
は
う
っ
て
ゼ

⑳

し
政
宗
は
蔵
王
山
麓
で
山
の
狩
を
し

　
　
　
　
　
　
　
当
時
、
仙
台
周
辺

は
原
野
が
あ
り
鹿
な
ど
多
く
い
た
の

で
遠
出
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
台

の
原
や
袋
原
は
い
い
狩
猟
場
だ
っ
た
。

自
石
で
大
規
模
な
狩
猟
が
あ
っ
た
の

は
天
和
四
年
二
六
八
四
）
正
月
四

代
藩
主
綱
村
が
始
め
で
、
片
倉
村
長

に
命
じ
家
臣
や
入
夫
二
一
δ
）
○
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
垂
清
、
不
忘
山

山狩・川猟・鷹野

つ
け
だ
っ
た
。
い
’

ま
深
谷
の
五
郎
代
』

に
鹿
二
千
供
養
塚
、

弥
治
郎
の
奥
、
値
一
．

の
塚
に
鹿
千
供
養
〉

塚
が
あ
り
、
片
倉
「

男
猿
が
建
て
た
も
｝

の
だ
と
伝
え
て
い
ぬ

る
が
真
疑
は
わ
か
ヤ

ら
な
い
。
こ
の
後
、
『
・

七
代
重
村
も
何
回
か
三
住
中
心
の
山
．

狩
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
ろ
三
ド

住
に
隣
接
す
る
七
日
原
に
片
倉
家
の
｛

野
馬
牧
場
が
で
き
て
か
ら
狩
猟
は
行
㌃

わ
れ
な
，
『
な
っ
た
、
．
三
住
地
区
は
巻
．
一

狩
の
好
適
地
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
追
記
）
こ
の
欄
一
月
号
に
将
軍
王

翼
と
書
い
た
が
王
翼
の
誤
り
で
す
か

ら
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ず0

劃
イ
ド
ル

わが家のア
慨曙勘

奪？

　　　　講

　　　》　　諺
　望

藤こ
謹

㍉
ぐ
尾

市
民
文
芸

囲■■■■』己＝離目『職翼■■

秦徹哉ちゃん（小原1

　秀哉さんと祐子さんの長男

ママからひとこと

　気っよ・く、たくましく

　　　　　　育ってネ，

・
霧

趨

　『～

，
幾

「わたしのねんがじょう」

　うめはら　れな　　ニノトり　ラ

わたしの

　ウ轡望）勿

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
臼
石
市

字
桜
小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　　　喝　　叱　馬～

歌
　
　
、
壇

廊
下
に
て
試
歩
を
な
し
ゐ
る
杖
の
音
長
患
い
の
夫
を

思
ふ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

雪
わ
け
て
摘
み
来
し
菜
づ
な
青
を
と
七
草
粥
は
春
の

香
り
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

四
十
路
過
ぎ
末
だ
縁
な
き
子
と
向
ひ
焦
り
心
に
除
夜

の
鐘
聞
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

こ
ま
ご
ま
と
賀
状
に
添
へ
て
暮
ら
し
を
ば
記
し
告
げ

き
ぬ
友
の
な
つ
か
し
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

帰
り
道
外
燈
の
灯
に
金
粉
の
舞
い
し
如
く
に
雪
の
降

り
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

婚
約
に
感
謝
の
言
葉
い
ふ
吾
娘
は
春
来
れ
ば
遠
き
九

州
の
地
に
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
太
田
　
敏
子

な
り
わ
い
の
板
金
の
意
の
作
業
場
に
や
や
大
き
め
の

飾
餅
供
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

格
子
戸
の
小
さ
き
書
斎
に
今
も
な
ほ
高
杉
晋
作
の
声

聞
く
如
し
（
萩
に
で
、
）
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

喜
寿
を
過
ぎ
し
お
礼
参
り
に
心
込
め
撞
く
薬
師
寺
の

鐘
は
こ
だ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
　
ま
す

紅
葉
せ
し
木
の
葉
は
風
に
舞
あ
が
り
陽
に
煙
め
き
て

せ
せ
ら
ぎ
に
浮
く
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
信
子

　
　
　
　
「
評
」
一
首
目
、
長
い
入
院
生
活
か
ら
退
院
し
て
自

　
　
　
宅
静
養
し
で
、
居
る
夫
か
歩
行
訓
練
の
杖
の
音
を
た
て

　
　
　
な
が
ら
歩
の
て
い
る
。
作
者
ぱ
腐
む
夫
を
思
い
、
さ

　
　
　
み
し
さ
を
鼻
し
な
が
ら
も
、
日
一
日
と
回
復
す
る
喜

　
　
　
び
を
あ
じ
わ
っ
て
い
る
、
深
み
の
あ
る
作
品
、
二
首

　
　
　
目
、
素
直
な
詠
み
ぶ
り
、
「
雪
わ
け
て
摘
み
来
し
」
が

　
　
　
実
感
と
な
っ
て
平
凡
で
な
く
し
て
い
る
・
り
三
首
目
、

　
　
　
親
心
が
明
な
く
表
現
さ
れ
佳
作
、
真
実
は
読
む
も
の

　
　
　
に
感
動
を
与
へ
る
、
大
き
な
社
会
問
題
で
も
あ
る
．

　
　
　
　
新
し
い
年
に
希
望
を
も
ち
除
夜
の
撞
を
聞
・
・
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

F佃
孝

　　矯蝿慰r』一　　礁

で
溜

、鰺
膨

　
鰹

壇

硬 ぐ

“曝
駅　品噸冒

”
－
’

「牛小屋」

　佐藤　久美子（白川小3年

還
暦
を
心
に
期
し
て
初
日
記
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

　
　
　
【
評
）
還
暦
を
迎
へ
た
二
と
は
へ
生
に
あ
4
て
一
つ
の
区
切
り
て

　
　
　
も
あ
り
、
心
に
期
す
る
二
し
冒
も
あ
る
．
．
析
し
い
二
の
年
に
当
り
新

　
　
　
し
い
日
記
に
も
心
し
て
記
す
二
と
と
す
る
意
か
う
か
が
わ
れ
る
．
、

鳩
笛
の
少
年
の
指
す
冬
の
虹
　
　
　
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
〔
評
｝
鳩
笛
を
吹
，
・
少
年
か
ふ
と
指
す
冬
の
虹
は
芙
し
う
っ
た
。

　
　
　
何
か
ロ
マ
ン
チ
ノ
フ
な
も
の
が
う
か
が
わ
れ
5
勾
．

親
し
さ
に
厨
よ
り
訪
ふ
葱
さ
げ
て
　
　
青
木
　
良
子

　
　
　
〔
評
｝
い
つ
も
厨
か
ら
出
尺
り
す
る
ほ
ヒ
の
視
し
い
仲
で
あ
勾
、

　
　
　
目
ド
、
弓
の
畑
に
出
来
た
葱
を
さ
け
て
今
日
は
訪
れ
た
．

と
　
　
圧
き

　
　
　
来
し
f
、
い
る
近
所
つ
き
あ
h
の
楽
し
さ
を
し
み
し
4

老
い
吾
も
口
紅
濃
ゆ
く
初
鏡
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

薄
日
射
す
窓
近
く
咲
く
小
菊
か
な
　
　
石
沢
　
敏
子

読
初
の
俳
誌
親
し
み
福
茶
酌
む
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

一
握
り
な
づ
な
を
摘
み
ぬ
邸
内
に
　
高
子
た
ち
ば
な

ゲ
レ
ン
デ
の
二
筋
濃
ゆ
き
山
眠
る
　
　
日
下
　
　
文

分
せ
ち
料
理
和
洋
い
づ
れ
か
迷
ひ
け
り
佐
藤
　
善
夫

見
上
げ
つ
つ
登
る
八
幡
坂
の
雪
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
◎
三
月
例
会
は
三
月
二
十
二
日
卿
、
中
央
公
民
館
で

　
　
　
行
い
ま
す
。
題
　
春
の
宵
、
芝
焼
く
、
田
打
ち
、
小
、

　
　
　
中
の
方
の
投
旬
も
む
ま
ち
し
ま
す
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

ノ’



■教育改革モニター募集

〔1｝趣旨　教育改革に関する諸施策

　を実施するにあたり、広く一般

　国民から、意見、要望等を聴き、

　諸施策の立案・検討・具体化に

　反映させます。

（2）仕事　教育改革モニターには、

　次の仕事を行っていただきます。

　臨時教育審議会の答申に基づき、

　具体化しようとする教育改革に

　関する施策のうち文部省から依

　頼するテーマについて、教育改革

　モニターの周辺、地域（家庭、近隣、

　勤務先等）の人々の意見等も聴

　取のうえ、教育改革モニターと

　しての意見等をまとめ文書によ

　って提出していただきます。

（3）募集人員等　500人

　　依頼期問　2年

（4）応募資格　教育改革について関

　心があり、教育改革モニターと

　して仕事に熱意をもっている年

　齢20歳以上方です。ただし、次

　の方は応募できません。

　①国会議員及び地方公共団体の

　　議会の議員

■昭和62年度

　保健栄養教室受講生募集
　「不老長寿」は全ての人の願い

であり、健康な生活をおくること

がシアワセな人生をおくることに

っながります。より健康ではつら

っと過ごすために、あなたも保健

と栄養の知識を身につけ実践して

みませんか。

〉受講期間　昭和62年4月から昭

　　　　　　和63年3月まで

〉受講回数　15回

〉受講場所　白石市健康センター

＞募集人員　40人

卜受講料　実習材料費の一部負担

　　　　　として100円

※3月14日（土）まで、保健衛生課智

5－2111（内線137、138）へお申し

込みください。

’3

　②常勤の国家公務員及び地方公

　　務員（ただし、校長及び教員

　　は応募できます。）

　③行政相談委員法による行政相

　　談員

（51謝礼等　謝礼は、文部省からお

　願いしたテーマについてご意見

　を提出していただく場合は、記

　念品をお贈りします。また、文

　部広報、その他の広報資料を発

　行の都度お送りします。

（6）申込み先

　宮城県教育委員会行政課

（7）申込み締切日　昭和62年3月23

　日（月〉（郵送する場合には、3月

23日の消印有効です。）

（8）「教育改革モニター申込書」用

　紙の請求　所定の「教育改革モ

　ニター申込書」は、上記「6．申

　込み先」で、直接受け取るかま

　たは60円切手をはった返信用封

　筒（あて先明記）を同封して請

　求してください。

（9）選考結果　昭和62年度予算成立

　後に文部省で決定し、直接本人

　にお知らせする予定です。

日文化財講演会
レ日時　昭和62年3月7日（土）

　　　　午後1時30分～

》会場　中央公民館視聴覚室

＞演題　「白石と伊達政宗」

〉講師　仙台郷土研究会会長

　　　　佐々　久氏

レ入場料　無料

〉主催　白石市教育委員会

　　　　白石市文化財愛護友の会

■大熱戦！新春囲碁将棋大会

　恒例の新春囲碁将棋大会の結果

は次のとおりでした旦
〈囲碁の部〉　　　　（於中央公民館）

有段者組

級の組

勝
実
雄

　
　
富

優
崎
塚

　
山
石

準優勝

佐藤正
伊勢重男

第三位

保科栄二

佐藤功
〈将棋の部〉

有段者組

へ　　組

B　　組

C　　組

優　勝

三浦正義

小野健治

馬場政弘

瀬古　弘

撫優勝

伊藤豊
半沢　昌

立
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夫
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辮 騰
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粥

公民館だより
☆文化講演会
●日時　3月15日旧1

　　　　午後2時～3時30分

●会場　白石市中央公民館大ホール

●演題　　『今、生命から』

●講師　落合恵子氏

〔主な著作〕

　「夏草の女たち」　「結婚以上」

　「もっとロマンテい1ノク」　「幸

　福の距離」　「愛しい入」　「ザ・

　レイプ」　「f憂しい対話」　「スフ。

　一ンー杯の幸せ」

※入場は無料ですが、入場整理券

を発行しますので、中央公民館曾

6－2453・4－5377、または教育委員

会社会教育係費5－2111（内線411、

412）から、お早めにお求めください。

☆親子映画会
●日時　3月15日（日）

　　　　午後6時～8時

●会場　白石市中央公民館大ホール

〔上映フィルム〕

　『君が輝くとき』一左腕のない

　　サッカー少年が周囲の暖かな

　　愛に包まれて、数々のハンデ

　　ィを克服し、見事レギュラー

　　の座を獲得するまでの物語

　『おじいさんのランプ』（アニメ）

　　　　新美南吉の代表作

　　以上、2本を上映します。

※入場は無料です。ご近所お誘い

合わせのうえ、ご来場ください。

（中学生以下の方は父母同伴でお

願いします。

☆タイ・カンホンア難民パネル展

●日時　3月15日（日〉

　　　　午前9時～午後8時

●会場　白石市中央公民館大ホール

一図書館一
　☆4月から
　　　　日曜日も開館します。ゲ

　　　4月からは、次のように日曜日

　　も開館します。ご家族そろって、

　より一層図書館をご利用1ださい，、

　　》全日曜日開館　ただし、10月1

　　日から10月10日、年末年始の間

　　の日曜日は休館します。

　〉開館時間　午前10時～午後4時

　〉業務内容図書の貸し出し、返

　　却図書の受領を行いますのでご

　　利用ください。

　☆図書館のお手伝いの方

・　　　　　　募集しめきる
　　！月の広報で図書館の日曜日開

　館業務のお手伝いの方を募集しま

　したが、たくさんの応募のなかか

　ら定員2名が決定しましたので、

　しめきりました。

　★ミおでかけください、

　　　　春休みには図書館へ！’

　　中掌生、高校生のみなさんが、新

　学年を前に読んでおきたい本、読ん

　でみたくなる本などを、さまざまな

　分野から特集しています。お友だ

　ちと誘い台・ってご利用1ださい。

　　子ども室ではミ新入学の1年生

　親子におくる本この特集です。子

　どもたちには、いろいろな絵本、

　童話や昔話などを、お父さん、お

　母さんには、子どものしつけ、教

　育、学校生活、PTA、健康など

　入学の準備に役立つ本をそろえて

　います。お子きんと一緒にご利用

　ください．

移動図書館（こまくさ号）巡回日程表（毎月定期巡回）

週　　曜臼　　　　　地区名　　　　　　　　　　駐　　車
　　　火　　　　　斎　　川　　　　　　　　　　斎　川

第

1

週

第

つ
一

周
｝

第

3

週

第

4

週

水

金

火

水

木

な

水

金

火

水

金

福　　岡

福　　岡

福　　岡

福　　岡

福　　岡

岡福

福　　岡

／J・　　原

白　　石

越　　河

福　　岡

白　　川

白　　川

白　　川

白　　石

大鷹沢
自　　石

福　　岡

福　　岡

河越

白　　石

自　　石

白　　石

白　　石

臼　　石

白　　石

白　　石

白　　石

大　　平

大贋沢
大鷹沢
越　　河

河越

自　　石

白　　石

白　　石

　場
ノ￥　学

　　　（4月の巡回より）

名　　　時　　　　　闇

校　　午袴憂2二〇〇～3：10

長　　峰　　分　　校

鎌 先

深　谷　三　本　木

深谷小学校
八　　宮　　分　　校

長 袋

福岡小学校
小　原　中　学　校
城　　南　　団　　地

南　　中　　学　　校

三　　住　　分　　校

白川第一ニュータウン
白　　　川　　　ノ」、　　学　　雇・交

臼川中学校
観　音　崎　住　宅

不　　忘　　学　　園

杉浦製作所 前

蔵　　王　　分　　校

不　　忘　　分　　校

越河小学校
アッギナイロン社宅
緑が丘市営アパート

緑が丘住宅
緑が丘県営アパート

鷹　巣　蛭　賀屋敷
斎　　藤　　建 設

旭　町　公　園　脇

傑　山　寺　門 前

大平小学校
大鷹沢小学校
大鷹沢中学校
前越河郵便局前
越　　河　　駅 前

萩が丘児童公園前

寿山教員住宅
寿山　南公園 前

午前9：40～10：20
午前10＝40～11＝20

午後1＝20～2＝00

午後2＝10～3二30
午前10＝00～11＝00

午前11：10～11＝30

午後2：10～4：00

午後3：00～4：00

午後1：40～2：30

午後3＝00～4：00

午前9：40～10：40

午後1：30～2：10
午才麦2　：20～3　＝20

午f麦3：30～4＝20
午子妾：1　：30～2　：20

午後2：40～3：10

午後3＝20～4＝20

午前9；40～10：20
午前10：40～11：30

午後2：00～3＝30

午前9：30～10：00
午前10：10～10：30

午前10＝40～11：00

午前11：10～11：40

午後1：50～2：30
午孝麦2＝40～3：10

午後3：20～4：20

午後1：20～2：00

午後2＝10～3：30
午千麦2＝00～3＝10

午後3：20～4：20
午前10：10～10＝40

午前10：50～11：30

午後1＝20～2120

午後2＝30～3：20

午後3：30～4＝20
※都合により巡回を変更することもあります。

llξ灘ll空湾韮lll鐸lll畢1嚢ll饗1灘毒難婁霧1 み
な
ん
の
図
書
館

ノ2



繭
糊

藍
蔦

月
厭

ヲ
側

璃
㎎

蕊
棚

範
R

蘇謬 撃
騒

騨
響

竜」　　　‘

費5－2111（代表）

せ

市役．所の．所在地

一〒989」02

白石市字桜小路35

自蜀蘭露器割＠窃し㊧琶
　　近世以前（片倉氏が入る前）

　の古い城や館の研究。白石市内

　全域にわたる。

（5）高速交通時代下における

　　　白石市の変ぼう

　　通史編1の現代史の追補。

（6）白石市編さん終記

　　18年間にわたる自石市史編さ

　んの始末記と自石関係資料。

○それぞれ執筆者委員の長い研究

の結果で、市民のみなさまのご期

待にそえるものと思います。予約さ

れている方はもちろん、ご希望の

方は市役所総務課（市役所3階・

智5－2111内線321・322）にお申し込

みください。

　頒布価格　　5，800円

墨祠1，國，OI咽1邑II昌1菌』咽1 憧II9・1闘1嘱1咽II目

官公庁だより

　白石市史第8回配本の「市史3

巻の（3）特別史下の（2）」が今回刊行

されます。最後の市史です。内容

は次のとおりです。

（1）宮城県白石地方の方言と謝七語

　　自石地方で使われている　（あ

　るいは使っていた）方言となま

　り言葉を集め使用例をつけ解説

　したもの。

（2）宮城県白石地方の昔話

　　44の昔話を古老や伝え聞いて

　いる八から集めたもの。

（3）弥治郎の山の神様と契約の拝み講

　　こけしの里、弥治郎の山の神

　信仰にまつわる貴重な話をまと

　めたもの。甲

（4）中世城館の規模と構造について

圏電話加入権の

　　　　　　公売について

　市税の滞納処分による電話加入

権の公売を3月下旬頃実施する予

定です。公売日時・場所、公売電

話加入権数、公売価額等について

は、3月中旬に市役所前の掲示板

に公売の公告をしますので、購入

希望者はご覧・1ださい。

　なお、詳しくは市役所税務課管

理徴収係留5－2111（内線143，144）

にお問い台わせください。

たばこは市内で買いましょうZ’

圏固定資産課税台帳の

　　　　　縦覧期間について

〉期間　昭和62年3月2日（月）から

　　3月20日（金）まで（ただし日曜

　　日を除く執務時間内）

レ場所　白石市役所税務課

※昨年中に相続・贈与・売買及び

　家屋の新増築、取りこわし等を

　行った方は台帳を確認してくだ

　さい。なお登録等の誤りを修正

　する期問でもありますのでぜひ

　ご来庁のうえ縦覧くだ諭、、。

　電話での問い合せには応じられ

　ませんのでご了承願います。

匪・』圃・1璽嘱 磨　國・冒　冒1国 量　国　願1馴II図　駐

☆所得税の申告と納税は

　　　　　　　　3月16日まで

　昭和61年分の所得税の申告と納

税はもうお』1斉みでしょうか。

　申告をしなければならない入が

申告しなかったり、間違った申告

をしますと、後で不足の税金を納

めるだけでなく、加算税や延滞税

も納めなければならないことにな

ります。

　所得税の申告と納税は、必ず3

月16日までに済ませましょう。

★たしかな明目のために

　　生涯教育ダイヤル相談
　生涯学習情報提供・家庭教育相談

何か学習したいとき

趣味に生きがいを見つけたいとき

子どもの教育で困っているとき

　曾（022）273－2311

名前を名のる必要はありません。

お気軽にお電話を〃

レ相談時問　月～土曜日　午前10

　時～午後3時（ただし、土曜日

　は正午まで）

〉特別相談日　毎週金曜日　午前

　10時～正午まで　医師や心理学

　者などの専門の先生がアドバイ

　スをいたします。

　宮城県教育委員会

　〔設置場所〕

　宮城県教育庁社会教育課

圃織撒博覧会l
i＝驕　灘灘爆～9月28日1月）I

　　　　　　　　　　　　　　
　お楽しみプレゼント抽選券付

　　前売券発売中〃！
　【前売入場券発売所】　　　　　　　　　　　
　●白石市観光協会（商工課観光課内）　　　　　t

E●白石市観光案内所（白石駅前、白石蔵王駅内）1

！　　　　　　　　」∫　　　　　　　　
　　　　　　剛冗券　当日万
　　　　　　，601コ円　　　　　　　　　　　，O　O〔1円　　　　A．
　　　　　　　　　　　，500円　　　　　　，200円
　　　　　　　　　　　，O　U　O円
　高　　授　　主1　小・甲　　生
　幼　　　　児
　　　　　　　S　O　O円
　　　　　　　　　　　500円　　　　　　　400円

ノ5 む』山火事に注意りみんなの森林を守りましょう！

水田農業者確立対策がスタート！γ

一農業者自からの間題として認識し生産性の高い

　　　　　　　　　　水田農業の確立を目指しましょう一

　米の需給を均衡させつつ、農産

物の総合的な自給力向上を図るた

め実施してきた水田利用再編対策

に続き、生産者・生産者団体の主

体的責任をもった取り組みを基礎

に需要の動向に応じた米の計画的

生産を一体的に推進する二とを趣

旨として「水田農業確立対策」が

スダートしました。米の安定性を

〔31助成補助金

図ろうとするこの対策へのご理解

とご協力をお願いいたします。

111実施期間

　昭和62年度～昭和64年度（前期）

（2庫云f乍等目季票　　393ヘクター几

　　　車云　f乍　 366ヘフタール

　　　他用途　　27ヘクダール
内訳
　　　利用米　　（2，！50俵）、

　　　　　　　　　もち米40俵
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1◎地域呂農加算は地jp吃農酌惟逸協1議会1農協支所1で目標面積を達成した場，僚のみに交付てきるものです

〔転作目標面積の配分〕

（⊃臼石市水田水張面積

　　1，751．8デ、ケ　タール

1呈1配分基礎面積は、昭和61年12月

　1日現在の注民登録者に1入当り

　消費量（90k9≒185nflを乗じた

　自家飯米分を控除した面積です。

　◎白石市配分基礎面積

　　1，480．1♂一＼”　ダール

③他用途利用米の配分基礎面積は、

　確実な集団転作の面積（goヘブ

　タール）を控除しています。

　　　　　　　　　366ha
　※転作配分率　　　　　≒25％
　　　　　　　1，480．lha
　※他用途利用米
　　　1，390。1ha
　　　　2，！50俵≒6・000㎡

　　　　＼　レ
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国際居住年

明日のため「

今日を

見直す居住年

願陸・海・空自衛官募集

一今、ぼくらは青春を駆け走る一

〉応募資格　18歳～25歳

〉身分　特別職国家公務員

〉給与　〔1）初任給月額110，200円

　（2）ボーナス（合計4．9ヵ月分）

　（3〉任期満了手当2～4年で、

　　416，333円～900，000円

〉厚生関係　衣、食、住（無料支

　給または貸与）

〉応募の相談　市役所市民課また

　は地方連絡部大河原事務所

　費0224－53－2185へどうぞ。

圓サッカー指導者募集
　毎週土曜日の午後、第一小学校

グラウンド（雨天の場合中央公民

館）において「少年サッカー教室」

を開いています。ボランテ1アで

少年にサッカーを指導してくださ

る方を募集しています。

　詳しくは教育委員会費5－2111

内線412　社会教育係へ

■仙台一高通信制生徒募集

＞募集期間　2月2日～4月15日

〉募集人員　500名
》入学資格　中学卒業または同等

　　以上の学力を有するもの。

　　ただし、特科生はその限りで

　　ない。

レ年間経費（納入費）

　・高校課程　第一年次は7科目

　　　と1、て年4，01）0円程度。その

　　　他の経費年8，001）円位です。

　　　教科書・学習書は無償です。

　・特科生　年間経費（約8，000円）

　　　と受講料（550円X科目数）、

　　　教科書・学習書代となります。

レ問い合せは

　〒980仙台市元茶畑4番地

　　宮城県第一高等学校通信制

　　恕022－257－4501、293－6739へ

ず4
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　ちびっ子の豆まき大会
　「福はうち、鬼はそと」去る2月

6日、小原保育園の豆まき大会が
開かれ元気な声が響きました。こ
れによって、泣き虫鬼も、いじめ
っ子鬼も、いたずらっ子鬼も退散。

　今年一年、元気に楽しい園生活
が送れ．ることでしょう。

月　日

3／1
8

15
21
22
29

内 科

柿崎医院15）2210
大沼医院（5）2502
刈田病院（5）2145
広瀬医院（5〉1238
三浦クリニック　（5〉6854

柿崎医院（5）2210

トタ 科

刈田病院1512145
堤病院（6）1181
刈田病院（5）2145
斎藤医院（5｝1222
朝倉病院（5〉2101

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

銭谷医院15｝2G10

豊㌦，、揺　　ド礪羅

　　　　、パ

　　　分校スキー大会

　去る2月9日、市内の分校生に
よるスキー大会が開かれました。
　設定された関門も楽々クリアー。

　「おっ、○○ちゃん早い、早い」

と応援の父兄も大喜び。

　将来のオリンピック選手はどの
子かな？

劇

　　　　　冒畠　膚’！　　　鵯戸　　、

　　　　　鰍ド丸　・輪　 ∫

　　　　　ノ　■禰　、一、
　　硅η’・、逐翼　　一》・一　一

，1『ll麟藁称泌

　　　健康にやせる教室

　この教室は11月から4か月問を
かけて、健康についての正しい知

識を身につけるために実施したも

のです。今回は料理にアタック。

味つけは砂糖をひかえめにして、

薄口昧にと一…・。

※都合により変更になる場合もあります。

定例　相 談
　　　（3月分）

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

青少年
相　　談

相談日

18

18

18

18

5・25

18

　
　
金

18

週
泳

　
毎
月

リオン

13・27

ニホン

　20

18

18

9

　18
毎週
月・火・わ金

時聞

10：00～

　12＝00

10＝00～

　15100

10100～

　15：00

10：00～

　15：00
10：00～

　12：00

9＝30～

　15＝00

10＝00～

　15＝OO

13：00～

　14：00
10：00～

　11100

10100～

　15100

10：00～

　15＝00

9＝00～

　17：00

9100～
　17：00

場　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室

白石市役所3階

第3会議室

階
　
　
一

4
　
　
タ

所
談
ン

役
相
セ

市
年

石
少

白
青

内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川

井市長が直接相談に
応じます。

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇用

差別待遇問題等

国や県、市など役所

の行う仕事について

困っていることや希
望等

市民の日常生活上の

困りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の

生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

圏、尺口の動き 2月1日現在人口42，579人男20，880人女21，699メ、世帯11，621戸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ6

☆
火
の
用
心
の
“
主
役
”
は
あ
な
た

3
月
7
日
「
消
防
記
念
日
」


